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奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

木

村

光

惠

や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
桜
が
開
花
し
木
々
が
芽
吹
き

心
は
ず
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
学
校
の
休
校
や
イ
ベ
ン

ト
の
自
粛
等
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
気
持
ち
が
沈
み
が

ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
日
も

早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

令
和
元
年
度
は
町
民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
計
画
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を
除
き
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
に
移
り
、
希
望
に
満
ち
た
思

い
で
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
に
、
10
月
の
台
風
19
号
に
よ

り
都
道
の
崩
壊
、
断
水
等
に
よ
り
、
町
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
い
ま
だ
に
日
原
地
区
で
は
道
路
の
復

旧
が
な
さ
れ
ず
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、

災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
水
の
大
切
さ
な
ど
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
年
度
も
奥
多
摩
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び

こ
計
画
」
に
基
づ
き
「
心
と
心
、
笑
顔
と
笑
顔
を
つ
な

ぐ
ま
ち
奥
多
摩
」
を
合
言
葉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
高
齢
化
率
は
50
％
を
超
え
ま
し
た
。
今
後
は
ま

す
ま
す
地
域
に
暮
ら
す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え

あ
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
行
政
、

住
民
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
、

住
民
が
い
き
い
き
生
活
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
も
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福

祉
の
充
実
・
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
の
活
躍
に
沸
き
、
今

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て
順

調
に
一
年
が
流
れ
て
ゆ
く
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
台
風
災
害
に
よ
り

日
本
中
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
特
に
台
風
19
号
で
は
、
都
道
崩

落
に
よ
る
日
原
地
区
の
孤
立
、
水
道
管
破

損
に
よ
る
長
期
の
断
水
、
停
電
、
家
屋
へ

の
土
砂
流
入
等
々
、
町
に
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
回
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
の
要
請
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

訓
練
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、
出

来
得
る
こ
と
を
見
直
す
年
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

奥
多
摩
町
の
高
齢
化
率
は
50
％
を
超
え

ま
し
た
。
町
が
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
む
若
者
定
住
化
対
策
が
功
を
奏
し
て
、

高
齢
化
率
の
上
昇
は
緩
や
か
に
は
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
楽
観
は
で
き
な

い
状
況
が
続
く
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
地
域
で
の
「
た
す
け
あ
い
」

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
が
積
極
的
に
『
我
が
事
』
と
し
て
参
画

し
、
『
丸
ご
と
』
つ
な
が
る
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
奥
多
摩
町
地

域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」
に

基
づ
き
、
「
心
と
心

笑
顔
と
笑
顔
を
つ

な
ぐ
ま
ち
奥
多
摩
」
を
合
言
葉
に
事
業
の

展
開
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
の
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
「
高

齢
者
福
祉
分
野
」
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
福
祉
機
器
と

車
椅
子
仕
様
車
の
無
料
貸
出
し
、
高
齢
者

見
守
り
相
談
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営

支
援
等
の
事
業
を
、
「
障
が
い
者
福
祉
分

野
」
で
は
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活

を
送
り
積
極
的
な
社
会
参
加
が
図
れ
る
よ

う
、
障
が
い
者
団
体
へ
の
運
営
と
活
動
の

支
援
、
日
常
生
活
自
立
支
援
等
の
事
業
を
、

「
介
護
分
野
」
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
し
て
在
宅
高
齢
者
の
介
護
支
援
を
中

心
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お
く
た
ま
”
、

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
の
運
営
を
、
「
子

ど
も
家
庭
分
野
」
で
は
、
地
域
に
お
け
る

育
児
環
境
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
乳

幼
児
及
び
児
童
福
祉
事
業
を
、
「
そ
の
他
」
、

福
祉
団
体
へ
の
運
営
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
、
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
相
談
・

支
援
・
貸
付
そ
の
地
域
で
事
業
等
を
そ
れ

ぞ
れ
推
進
い
た
し
ま
す
。

地
域
福
祉
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

地
域
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
じ
地
域
に
暮

ら
す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
合
い

な
が
ら
、
行
政
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体
等
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(1)
役
員
会
等
の
開
催

(2)
監
事
会
の
開
催

(3)
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
増
強
及
び
自

主
財
源
の
確
保

社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業
展
開
し
て
い

る
地
域
福
祉
活
動
を
町
民
皆
様
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
そ
の
財
源
と
な
る
会
員
（
会

費
）
及
び
寄
付
金
の
増
強
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
奥
多
摩
町
及
び
東
京
都
社
会
福
祉

協
議
会
の
受
託
事
業
を
通
じ
て
運
営
資
金

の
確
保
を
図
る
他
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催

し
、
基
金
へ
の
積
立
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

(4)
調
査
・
企
画
・
啓
発

社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の

表
彰
並
び
に
め
で
た
く
金
婚
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
ご
夫
妻
を
お
祝
い
し
、
福
祉
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

(5)
普
及
宣
伝

①
「
お
く
た
ま
ふ
く
し
」
の
発
行

年
４
回

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
・
情
報

公
開

(1)
高
齢
者
福
祉
事
業

在
宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行

②
金
婚
の
お
祝
い

③
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈

④
奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
年
間

事
業
へ
の
協
力

令
和
２
年
度

事

業

計

画

１
．
基
本
方
針

２
．
法
人
運
営
事
業

３
．
地
域
福
祉
事
業
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(2)
障
が
い
者
福
祉
事
業

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、

積
極
的
な
社
会
参
加
が
図
れ
る
よ
う
支
援

い
た
し
ま
す
。

①
奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事

業
へ
の
協
力

②
重
度
身
体
障
が
い
者
日
帰
り
見
学
会

③
西
多
摩
障
が
い
者
絵
画
展
の
開
催

④
精
神
障
が
い
者
の
つ
ど
い
「
な
ご
み

運
営
委
員
会
」
事
業
へ
の
協
力

⑤
障
が
い
者
世
帯
の
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
事
業
援
助

(3)
ひ
と
り
親
家
庭
・
乳
幼
児
及
び
児
童
福

祉
事
業

地
域
に
お
け
る
育
児
環
境
の
福
祉
向
上

を
図
り
ま
す
。

①
低
所
得
世
帯
へ
の
就
学
援
助

②
奨
学
就
学
資
金
の
借
入
れ
斡
旋

③
保
育
園
児
等
観
劇
招
待

④
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
へ
の
ク
リ
ス
マ

ス
事
業
援
助

(4)
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
利
用
者
並
び
に
介
護
者
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

①
介
護
機
器
等
の
無
料
貸
出
し

②
福
祉
車
両
（
車
い
す
仕
様
車
）
の
無

料
貸
出
し

③
介
護
用
品
の
交
付
事
業

(5)
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

福
祉
向
上
、
青
少
年
育
成
、
住
民
の
健

康
づ
く
り
等
の
事
業
を
行
う
団
体
へ
公
募

に
よ
る
単
年
度
の
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

(6)
そ
の
他

奥
多
摩
町
遺
族
会
解
散
後
、
古
里
・
氷

川
支
部
も
解
散
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
忠
霊
塔
の
維
持
管
理
を
依
頼
さ
れ
た

の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
常
時
開
放

し
、
充
実
し
た
環
境
、
拠
点
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

更
に
、
養
成
研
修
事
業
、
組
織
化
・
登

録
斡
旋
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

事
業
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
及

び
広
報
・
啓
発
事
業
を
実
施
し
“
町
民
み

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
”
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

(1)
養
成
研
修
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
の
開
催

②
手
話
講
習
会
の
開
催

③
中
級
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

④
指
圧
講
習
会
の
開
催

⑤
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

⑥
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催

(2)
組
織
化
・
登
録
斡
旋
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
お
く
た

ま
運
営
委
員
会
の
開
催

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表
者
連
絡
会

の
開
催

③
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大

④
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
開
拓

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
補
助

金
助
成

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
施
設
と
の
連

絡
調
整
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡
旋

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
掛
金
助
成

(3)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
事
業

福
祉
バ
ザ
ー
収
益
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
団
体
運
営
費
と
し
て
助
成

(4)
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

①
大
規
模
な
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る

備
品
等
の
整
備

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
訓
練

(5)
広
報
・
啓
発
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行
（
社
協
広

報
紙
同
時
発
行
）

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

各
団
体
等
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
自
立
、
社
会
復
帰
又
は
そ
の
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
い
た

し
ま
す
。

(1)
助
成
対
象
団
体
等

①
保
護
司
会

②
奥
多
摩
町
自
治
会
連
合
会

③
奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

④
奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

⑤
保
育
園
（
古
里
・
氷
川
）

⑥
タ
ン
ポ
ポ
の
会

⑦
な
ご
み
運
営
委
員
会

⑧
ち
び
っ
こ
ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー

⑨
古
里
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

⑩
奥
多
摩
柔
道
会

⑪
奥
多
摩
剣
道
会

⑫
氷
川
Ｆ
Ｃ

⑬
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ガ
ー
ル
ズ

町
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
事

業
を
受
託
し
、
効
果
的
に
以
下
の
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

(1)
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(2)
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

(3)
低
所
得
者
・
離
職
者
対
策
事
業

(4)
高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業

(5)
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

(6)
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

(7)
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資

金
貸
付
事
業

(8)
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
予
約
状
況
、

利
用
方
法
、
使
用
料
金
等
を
案
内
す
る
な

ど
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

自
治
会
を
は
じ
め
各
事
業
所
、
各
団
体

等
の
協
力
を
得
て
、
相
互
扶
助
を
理
念
と

し
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
地
域
で
の
た
す
け
あ
い
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

５
．
福
祉
団
体
等
へ
の
助
成
事
業

６
．
受
託
事
業

７
．
奥
多
摩
町
福
祉
会
館

指
定
管
理
事
業

８
．
た
す
け
あ
い
の
推
進
事
業

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業



令和２年４月５日 Ｎｏ．２０６おくたま ふくし( ４ )

(1)
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

日
赤
社
資
（
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会

費
）
は
、
災
害
救
援
、
献
血
事
業
、
看
護

施
設
運
営
及
び
福
祉
事
業
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

(2)
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

こ
の
募
金
は
、
都
内
の
社
会
福
祉
施
設

や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
配
分
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
町
に
お
け
る
募
金
額
の
65
％

が
、
地
域
配
分
と
し
て
町
内
の
保
育
施
設
、

民
間
社
会
福
祉
団
体
等
の
事
業
に
配
分
さ

れ
ま
す
。

令
和
２
年
度
実
施
申
請
事
業

〇
木
製
遊
具
塗
装
工
事
事
業
（
古
里
保

育
園
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行
事
業
（
社

会
福
祉
協
議
会
）

(3)
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運

動
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
戦
後
の
生

活
困
窮
者
へ
の
見
舞
金
配
布
な
ど
特
定
の

方
へ
の
経
済
的
救
済
か
ら
、
少
子
・
高
齢

社
会
の
進
展
等
の
社
会
状
況
の
変
化
に
伴

い
、
普
遍
的
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
へ
と
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
従
来
の
高
齢
者
や
寝

た
き
り
の
方
々
へ
の
見
舞
金
、
介
護
用
品

等
の
配
布
は
廃
止
し
ま
し
た
が
、
要
援
護

世
帯
へ
の
見
舞
金
や
災
害
見
舞
金
は
継
続

し
、
12
月
中
に
配
分
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
募
金
の
一
部
は
、
東
京
都
共
同

募
金
会
へ
納
付
し
、
次
年
度
の
地
域
福
祉

事
業
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

①
奥
多
摩
町
福
祉
大
会
事
業

②
介
護
機
器
貸
出
事
業

③
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

④
高
齢
者
福
祉
事
業

⑤
児
童
・
生
徒
低
所
得
世
帯
就
学
援
助

事
業⑥

保
育
園
児
観
劇
招
待
事
業

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と

し
た
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
」
と

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し

た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
利
用
者
へ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ご
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
職
員
に
対
し
各
種
研
修
を
行
い
、
資

質
向
上
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
と
質
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

(1)
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
（
介
護
保

険
事
業
）

(2)
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

(3)
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
町
受
託
事
業
）

利
用
者
宅
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

を
行
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
が
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
い
た
し
ま

す
。本

年
度
中
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
を
１
名
増
員
し
、
事
業
拡
大
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
保
険
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
法
人
独

自
に
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展

開
い
た
し
ま
す
。

総
合
的
な
在
宅
生
活
援
助
の
担
い
手
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
定
期

的
な
研
修
会
の
実
施
や
外
部
研
修
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
治
療
食
や
専
門
的
な
介

護
技
術
の
習
得
に
力
を
入
れ
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
個
々
の
能
力
向
上
を
図
り
、
安
全

で
質
の
高
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
解

消
及
び
利
用
者
へ
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
る
よ
う
、
「
介
護
職
員
初
任

者
研
修
」
の
受
講
者
を
募
り
、
そ
の
受
講

料
の
一
部
を
助
成
し
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

育
成
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

(1)
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保
険
事
業
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
、
買
い
物
な

ど身
体
介
護

入
浴
、
排
泄
、
通
院
介
助
な
ど

(2)
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
等
の
見
守
り
、

助
言

(3)
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）

主
な
援
助
内
容

生
活
援
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
な
ど

身
体
介
護

入
浴
、
排
泄
、
通
院
介
助
な
ど

(4)
障
害
者
移
動
支
援
事
業

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
）

屋
外
で
移
動
が
困
難
な
障
が
い
者
（
児
）

の
方
を
対
象
に
、
外
出
や
余
暇
活
動
等
の

社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
の
支
援
を
い
た

し
ま
す
。

(5)
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

(1)
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
介
護
保
険

事
業
）

介
護
保
険
法
令
に
則
り
、
地
域
で
暮
ら

す
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者
に
対
し
て
、

居
宅
介
護
支
援
計
画
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

(2)
介
護
予
防
支
援
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託
を

受
け
、
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
で
き
る
限
り

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
予
防
プ
ラ

ン
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

(3)
要
介
護
認
定
調
査
の
受
託

９
．
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業

10
．
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お
く
た
ま
”

事
業

11
．
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
事
業



令和２年４月５日 Ｎｏ．２０６おくたま ふくし( ５ )

（単位：千円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,300 0 3,300 0 3,300

寄附金収入 2,400 0 2,400 0 2,400

経常経費補助金収入 77,646 0 77,646 0 77,646

受託金収入 42,324 0 42,324 0 42,324

事業収入 1,476 250 1,726 0 1,726

介護保険事業収入 0 89,075 89,075 0 89,075

障害福祉サービス等事業収入 0 5 5 0 5

基金受取利息配当金収入 0 0 0 0 0

受取利息配当金収入 25 3 28 0 28

その他の収入 85 0 85 0 85

事業活動収入計(1) 127,256 89,333 216,589 0 216,589

支

出

人件費支出 88,991 72,214 161,205 0 161,205

事業費支出 21,277 11,233 32,510 0 32,510

事務費支出 8,661 10,054 18,715 0 18,715

分担金支出 62 0 62 0 62

助成金支出 1,604 50 1,654 0 1,654

事業活動支出計(2) 120,595 93,551 214,146 0 214,146

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

6,661 △4,218 2,443 0 2,443

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 2,515 0 2,515 0 2,515

基金積立資産支出 688 0 688 0 688

施設整備等支出計(5) 3,203 0 3,203 0 3,203

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△3,203 0 △3,203 0 △3,203

【その他の活動による収支】

収
入

積立資産取崩収入 0 0 0 0 0

拠点区分間繰入金収入 0 4,679 4,679 △4,679 0

その他の活動収入計(7) 0 4,679 4,679 △4,679 0

支
出

積立資産支出 2,524 607 3,131 0 3,131

拠点区分間繰入金支出 4,679 0 4,679 △4,679 0

その他の活動支出計(8) 7,203 607 7,810 △4,679 3,131

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

△7,203 4,072 △3,131 0 △3,131

予備費支出(10) 2,492 144 2,636 0 2,636

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

△6,237 △290 △6,527 0 △6,527

前期末支払資金残高(12) 28,423 15,988 44,411 0 44,411

当期末支払資金残高(11)+(12) 22,186 15,698 37,884 0 37,884



令和２年４月５日 Ｎｏ．２０６おくたま ふくし( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

1月30日 30,000円
亡御両親（金子徳治様・キミ子
様）の生前謝意として

青梅市 金子 良徳

2月 3日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 匿 名

2月 4日 10,000円 車椅子を借りたお礼として 氷川1,414 川上 起久雄

2月10日 100,000円
亡御主人の葬祭費の一部を福祉
のために

匿 名

3月16日 10,000円 福祉のために 匿 名

3月25日 100,000円 福祉のために 氷川1,380 三共堂薬局

月 日 品 物 ・ 数 量 住 所 氏 名

1月10日 フェイスタオル100枚 匿 名

1月10日 フェイスタオル22枚 小丹波356 清水 久彦

2月10日 雑巾43枚 匿 名

2月12日 車イス１台 海沢721 堀口 豊

3月 9日 ポータブルトイレ1台 匿 名

3月11日 マスク100枚 匿 名

( 敬 称 略 )

《
退

職
》

令
和
２
年
１
月
31
日
付

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩

主
任
（
管
理
者
）

竹
渕

久
範

令
和
２
年
３
月
31
日
付

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩

嘱
託
（
相
談
員
）

荒
生

美
奈
子

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
職
員
の
異
動
】

こ
の
度
、
３
月
１
日
付
で
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩

に
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
。

奥
多
摩
で
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
苗
字
で
す
が
、

生
ま
れ
も
育
ち
も
奥
多
摩
で
す
。
こ
れ
か
ら
奥
多
摩

の
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩

有
竹

一
光

（
あ
り
た
け

か
ず
み
つ
）

【
新
任
職
員
の
紹
介
】



令和２年４月５日 Ｎｏ．２０６おくたま ふくし( ７ )

東京都社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付等を行

う生活福祉資金貸付制度を実施しております。

本制度につき、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得世帯

以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、以下の特例貸付を実

施しています。

◯休業された方向け（緊急小口資金）
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時

的に生計の維持が困難となった世帯に、少額の費用の貸付を行います。

・貸付上限額 ・学校等の休業、個人事業主等の特例の場合、２０万円以内

・その他の場合、１０万円以内

・据置期間１年以内 ・償還期限２年以内 ・無利子 ・保証人不要

◯失業された方等向け（総合支援資金）
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常

生活の維持が困難となっている世帯に、生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行いま

す。

・貸付上限額（２人以上）月２０万円以内 （単身）月１５万円以内

・貸付期間 原則３ヶ月以内 ・据置期間１年以内 ・償還期限１０年以内

・無利子 ・保証人不要

※原則、自立相談支援事業等による継続的な支援を受けることが要件となります。

お申込み・お問い合わせ：奥多摩町社会福祉協議会

電話８３－３８５５

４月１８日・１９日に開催を予定しておりました「第２２回福祉バザー」は、新型コロナ

ウイルス感染拡大予防のための措置といたしまして、開催を延期することといたしました。

開催にあたり準備等でご協力いただきました各自治会長はじめ、各ボランティア団体の皆

様、今回のバザー開催を楽しみにされていました皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。なお、延期後の開催につきましてはおおむね秋

以降で調整してまいります。
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社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社会福祉協議会が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっておりま

す。今後、ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひ

とりのご協力が大きな支えとなります。ぜひ、地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １口 １，０００円

特 別 会 員 １口 １０，０００円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付ておりますが、６月を

増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

本年度も、５月１日から３１日までを重点期間とし、赤十字会
員への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や
福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎災害時等の救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

など幅広く役立たせていただいております。

令和２年度会員会費募集のお願い
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社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://okusyakyo.or.jp/

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

団体名 主な活動内容 団体名 主な活動内容

奥多摩指圧奉仕会 指圧研修、指圧奉仕活動等
栃久保ママさん

クラブ
地域清掃、子ども会・自治会
への協力等

手話サークルもみじ
手話の学習,ろう者との交流

等

点字サークル

てん点
点字・点訳の学習、点訳本
の作成等

奥多摩将棋愛好会
将棋会、小学校での将棋教室、
老人ホームでの将棋対戦等

コールやまぶき
コーラスの練習・発表、老人

ホーム慰問等

民生委員・児童委員

協議会
地域福祉に関する調査等 さわらび ハッピーメイク白寿での話し

相手等

タンポポの会

ボランティアグループ
福祉バザーへの協力等

奥多摩傾聴

ボランティアふくろう
町内福祉施設での傾聴等

食事サービス

かたくりの会
配食サービス(配達、容器回
収、容器洗い）等

社会福祉協議会に登録されているボランティア団体の主な活動先は、町内の福祉施設や諸団体の行
事、社会福祉協議会の福祉事業等、多数活動されています。
個人ボランティアも、約４０名の方が登録しています。今年度もよろしくお願いします！

ボランティア・センターおくたま運営委員の任期満了に伴い、次の方が選任されました。(敬称略)

委員長 片倉 和彦（再任） 副委員長 相田恵美子（再任） 委 員 渡辺 和雄（新任）

委 員 原島二三和（再任） 委 員 桶川 和子（再任） 委 員 濱野 芳男（再任）

委 員 竹内 信吉（再任） 委 員 清水 葉子（再任） 委 員 清水 俊雄（再任）

※任期 令和２年３月２日～令和４年３月１日
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ボランティア・センターおくたまでは、ボランティア養成事業の一環として、下記の３つの

講座を開催します。ご興味のある方は、年齢、性別、経験は問いませんので、お気軽にお申し込
みください。

≪手話講習会≫
【期 日】令和２年６月４日～令和２年１２月までの

毎月第１・３・５木曜日

【時 間】午後７時～８時３０分（全１５回）
【会 場】福祉会館 1階ボランティア室

【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として

１，０００円をご負担いただきます。
【申込受付】５月２９日(金)まで

≪指圧講習会≫
【期 日】令和２年６月１５日～令和２年１０月までの

毎月の月曜日（毎月第２・４月曜日））

【時 間】午後１時～２時３０分（全１０回）
【会 場】福祉会館 ２階 和室

【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として

１，２００円をご負担いただきます。
【申込受付】６月１０日(水)まで

≪音訳ボランティア養成講座≫
【期 日】令和２年５月１４日～令和２年７月までの

毎週木曜日

【時 間】午後２時～４時（全１０回）
【会 場】福祉会館 ２階 会議室

【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として

１，０００円程度をご負担いただきます。

【申込受付】５月８日(金)まで
※初級・中級の養成講座を受講していなくても受講可能です。

◎新型コロナウイルス感染症等の状況により、日程が変わる場合がございます。

清 水 久 彦 様 盛 田 正 輝 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様

町 住 民 課 様 澤 本 和 容 様 原 島 く に 子 様

藤 野 ヒ デ 子 様 小 河 内 振 興 財 団 様 匿 名 ２ 件

ボランティア・センターおくたま 電話８３－３８８３


